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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
雇
用

情
勢
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

総
務
省
が
9
月
1
日
に

発
表
し
た
7
月
の
労
働
力

調
査
に
よ
る
と
、
就
業
者

数
は
前
年
同
月
と
比
べ
て

76
万
人
減
少
し
、
6
6
5

5
万
人
と
な
り
、
減
少
は

4
カ
月
連
続
と
な
っ
て
い

ま
す
。
正
規
社
員
は
前
年

同
月
比
で
52
万
人
増
と
な

り
、
6
月
に
続
い
て
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
非
正
規
社
員
は
1
3
1

万
人
減
で
、
5
カ
月
連
続
で
減
少
し
て
い

ま
す
。
完
全
失
業
者
数
は
1
9
7
万
人
で

前
年
同
月
に
比
べ
41
万
人
の
増
で
、
6
カ

月
連
続
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
完
全
失
業

者
の
う
ち
、
「
勤
め
先
や
事
業
の
都
合
に

よ
る
離
職
」
は
38
万
人
と
、
前
年
同
月
に

比
べ
19
万
人
増
加
し
、
「
自
発
的
な
離
職

（
自
己
都
合
）
」
は
74
万
人
と
前
年
同
月

に
比
べ
4
万
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
厚
労
省
は
今
年
3
月
卒
業
の
学
生

で
就
職
内
定
を
取
り
消
さ
れ
た
人
が
8
月

末
時
点
で
1
7
4
人
に
な
っ
た
と
、
9
月

15
日
に
発
表
し
ま
し
た
。
昨
年
の
35
人
よ

り
1
3
9
人
増
え
、
東
日
本
大
震
災
が
あ

っ
た
2
0
1
1
年
の
5
9
8
人
以
来
の
多

さ
で
す
。
内
訳
は
大
学
生
・
専
門
学
校
生

が
1
3
2
人
、
高
校
生
が
42
人
で
、
業
種

別
で
は
「
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
・
娯
楽

業
」
が
42
人
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
卸

売
・
小
売
業
」
が
40
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
打
撃
を
受
け
た
企
業
が

採
用
を
抑
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
雇
用
の
悪
化
を
受
け

て
、
厚
生
労
働
省
は
8
月
28
日
、
「
雇
用

調
整
助
成
金
」
の
コ
ロ
ナ
に
よ
る
特
例
措

置
を
年
末
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
が
、
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
コ
ロ
ナ
特
例
の
期
限
を
区
切
る
の
で

な
く
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る
ま
で
継
続

し
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
大
企
業
は
莫
大
な
利
益
を
内

部
留
保
と
し
て
た
め
込
む
の
で
は
な
く
、

下
請
を
保
護
し
、
雇
用
を
維
持
す
る
た
め

に
使
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
の
た
た
か
い
で
は
、
8
月
28
日
の
東
京
高
裁
（
神
奈
川
2
陣
）
、
9
月
4
日
東
京

地
裁
（
東
京
2
陣
）
の
画
期
的
な
連
続
判
決
を
受
け
、
3
週
間
連
続
行
動
を
貫
徹
し
ま
し
た
。
（
「
け

ん
せ
つ
」
2
3
3
0
号
で
は
9
月
3
日
の
行
動
を
既
報
）
9
月
15
日
に
は
署
名
提
出
行
動
と
首
相
官
邸

前
宣
伝
、
9
月
18
日
に
は
被
告
企
業
、
ク
ボ
タ
で
の
要
請
抗
議
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

高く積みあがった署名の前で田村智子参議院
議員（左）に手渡す中村統一本部長

9
月
15
日
、
首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
統
一
本
部
で
は
、
「
内
閣

総
理
大
臣
宛
て
早
期
解
決
を
求
め

る
要
請
署
名
」
の
提
出
集
会
を
衆

議
院
議
員
会
館
の
大
会
議
室
で
行

な
い
ま
し
た
。
集
会
に
は
原
告
、

弁
護
団
、
支
援
組
合
の
仲
間
約
1

5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
全
国
の
仲
間
た
ち

の
奮
闘
で
集
め
ら
れ
た
23
万
1
0

0
0
筆
の
署
名
用
紙
が
う
ず
高
く

積
み
上
げ
ら
れ
、
続
々
と
駆
け
つ

け
た
国
会
議
員
に
中
村
隆
幸
首
都

圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
統
一
本
部
長

（
東
京
土
建
委
員
長
）
か
ら
手
渡

さ
れ
、
政
治
的
解
決
へ
の
強
い
思

い
を
伝
え
ま
し
た
。

集
会
で
は
小
野
寺
利
孝
首
都
圏

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
弁
護
団
長
が

「
連
続
判
決
の
評
価
と
最
高
裁
闘

争
を
経
て
の
そ
の
後
の
闘
い
へ
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
、
北
川

誠
太
郎
統
一
本
部
事
務
局
長
が
行

動
提
起
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
午
後
2
時
か
ら

首
相
官
邸
前
で
宣
伝
行
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

松本副本部長を先頭にクボタへ
要請に向かう交渉団

9
月
18
日
、
京
橋
ト
ラ
ス
ト
タ

ワ
ー
に
あ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
被
告
企

業
、
ク
ボ
タ
前
で
集
会
を
行
な

い
、
原
告
、
支
援
者
、
弁
護
団
約

1
5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
判
決
や
首
都
圏
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
統
一
本
部
の
運
動
な

ど
で
、
交
渉
に
応
じ
る
企
業
や
補

償
基
金
制
度
に
理
解
を
示
す
企
業

が
出
て
き
て
い
る
中
で
、
全
く
交

渉
に
応
じ
な
い
ク
ボ
タ
の
姿
勢
が

際
立
っ
て
い
ま
す
。

集
会
の
途
中
、
松
本
久
人
統
一

本
部
副
本
部
長
（
東
京
土
建
副
委

員
長
）
を
団
長
と
す
る
交
渉
団
が

出
発
、
タ
ワ
ー
内
1
階
の
総
合
受

付
で
ク
ボ
タ
の
警
備
員
と
思
わ
れ

る
者
が
交
渉
団
を
足
止
め
し
、
上

階
に
あ
る
ク
ボ
タ
東
京
本
社
へ
行

く
こ
と
を
阻
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
集
会
に
戻
っ
た
交

渉
団
の
報
告
を
聞
き
、
ク
ボ
タ
に

対
し
て
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
く

こ
と
を
粘
り
強
く
要
求
す
る
こ
と

を
意
思
統
一
し
、
こ
の
日
の
不
当

な
対
応
に
怒
り
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

戦
争
法
（
安
保
法
制
）
の
国
会

で
の
強
行
採
決
か
ら
5
年
が
経
ち

ま
し
た
。
安
倍
首
相
の
辞
任
で
新

た
に
菅
自
公
政
権
が
発
足
し
、
初

め
て
と
な
る
月
例
の
総
が
か
り
行

動
が
、
9
月
19
日
に
国
会
正
門
前

で
3
5
0
0
人
（
東
京
土
建
か
ら

は
49
人
）
の
市
民
が
結
集
し
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
憲
法
共
同

セ
ン
タ
ー
の
小
田
川
義
和
さ
ん
が

あ
い
さ
つ
。
「
安
倍
退
陣
は
病
気

理
由
ば
か
り
で
は
な
い
。
市
民
の

闘
い
の
前
に
立
ち
往
生
し
、
ま
と

も
な
コ
ロ
ナ
対
策
も
で
き
な
い
安

倍
政
治
の
行
き
詰
ま
り
の
結
果

だ
。
菅
新
首
相
は
改
憲
を
含
め
、

安
倍
政
治
を
す
べ
て
引
き
継
ぐ
と

公
言
し
た
。
市
民
の
運
動
で
、
安

倍
亜
流
政
治
の
菅
政
権
に
終
止
符

を
打
と
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

国
会
で
の
首
班
指
名
で
も
協
力

し
た
野
党
か
ら
は
、
福
島
瑞
穂

（
社
民
）、
辻
本
清
美（
立
民
）、

志
位
和
夫
（
共
産
）
の
各
議
員
が

連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
行
な
い
、
ま

た
3
人
の
市
民
団
体
の
代
表
が
取

り
組
み
と
連
帯
の
ス
ピ
ー
チ
。
当

面
の
行
動
提
起
を
参
加
者
で
確
認

し
、
終
了
し
ま
し
た
。

【
杉
並
・

書
記
・
喜
多

正
之
通
信

員
】
9
月
15

日
の
東
京
地

評
・
争
議
支
援
行
動
で
電
気
メ
ー

タ
ー
の
交
換
工
と
支
援
者
た
ち
は

東
京
電
力
本
社
に
要
請
文
を
持
参

し
ま
し
た
。
し
か
し
東
京
電
力
は

交
渉
団
を
立
ち
入
ら
せ
な
い
門
前

払
い
の
対

応
。
警
備
員

に
対
し
何
の

取
次
も
し
な

い
よ
う
に
指

示
を
し
て
い

る
ら
し
く
、

要
請
文
の
受

け
取
り
す
ら

拒
否
し
ま
し

た
。
東
京
電

力
は
7
月
の
要
請
（
け
ん
せ
つ
2

3
2
4
号
に
記
事
掲
載
）
の
時
も

同
様
の
対
応
で
、
要
請
文
を
郵
送

し
た
と
こ
ろ
、
無
関
係
な
会
社
な

の
で
要
請
に
応
じ
な
い
旨
の
回
答

が
文
書
で
あ
り
ま
し
た
。

実
際
に
は
メ
ー
タ
ー
交
換
工
た

ち
が
直
接
契
約
し
て
い
る
ワ
ッ
ト

ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
社
は
、
東
京
電

力
の
支
配
下
に
あ
る
会
社
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
す
。

ワ
ッ
ト
社
は
組
合
員
の
仕
事
量

（
＝
収
入
）
を
最
大
76
％
も
削
減

す
る
一
方
、
法
人
に
は
大
量
に
仕

事
を
回
し
ま
し
た
。
そ
の
法
人
が

割
り
当
て
分
の
仕
事
を
や
り
切
れ

ず
工
事
の
遅
れ
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
組
合
員
に

は
仕
事
を
回
し
ま
せ
ん
。
グ
ル
ー

プ
企
業
の
頂
点
で
あ
る
東
京
電
力

の
責
任
は
重
大
で
す
。

【
西
東
京

・
書
記
・
石

島
淳
記
】
9

月
8
日
、
西
東
京
支
部
事
務
所
に

お
い
て
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
桐

山
ひ
と
み
都
議
と
懇
談
を
行
な
い

ま
し
た
。
支
部
か
ら
は
、
唐
鎌
委

員
長
、
関
主
任
書
記
、
石
島
書
記

次
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

都
議
か
ら
、「
来
年
度
の
予
算
編

成
に
向
け
、
要
望
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
た
い
」と
の
挨
拶
を
受
け
、

委
員
長
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
建
設
業
界
は
多
大
な
影
響
を

被
っ
て
い
る
、
引
き
続
き
建
設
国

保
へ
の
育
成
強
化
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
要
請
項
目
は
、
①
建
設

国
保
の
育
成
強
化
②
コ
ロ
ナ
対
策

③
東
京
都
公
契
約
条
例
制
定
④
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の

普
及
の
4
点
で
し
た
。
建
設
国
保

の
育
成
強
化
に
つ
い
て
は
、
会
派

と
し
て
も
全
員
が
賛
同
署
名
を
行

な
い
、
引
き
続
き
現
行
水
準
確
保

に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

対
策
で
は
、
9
月
中
旬
以
降
新
た

な
情
報
が
東
京
都
か
ら
発
信
さ
れ

る
予
定
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

宣伝カーから訴えるワット
ラインサービスの争議団員

桐山都議（左）に賛同署名を渡す
唐鎌西東京支部委員長

求

人

戦
争
法
強
行
採
決
か
ら
５
年

安
倍
政
治
の
継
承
ノ
ー

署
名
２３
万
筆
余
を
提
出

午
後
か
ら
官
邸
前
で
宣
伝
行
動

原
告
の
声
を
聞
け

桐山都議と懇談
２０２０年度予算に向け

ク
ボ
タ
前
で
怒
り
の
抗
議

西
東
京

東電へ粘り強く要請
ワットラインサービス争議

雇
用
情
勢
改
善
に
全
力
を


